見たら、 大きな 車に も 余る 位、 黄金が 一 山 出て 来たの 

です。 

大金 持に なった 杜子春 は、 すぐに 立派な 家 を 買って、 

げんそう ぜいたく 

玄宗 皇帝に も 負けない 位、 贅沢な 暮し をし 始めました。 

らん リ よう リ ゆうがん にく 

蘭 陵 の 酒 を 買 はせ る やら、 桂 州の 竜眼 肉 をと りよせ 

たん 

る やら、 日に 四 度 色の 変る 牡丹 を 庭に 植 ゑさせる やら、 

白 孔雀 を 何 羽 も 放し 飼 ひに する やら、 玉 を 集める やら、 

か-つ ほく 

錦 を 縫 はせ る やら、 香木の 車 を 造らせる やら、 象牙の 

椅子 を 跳へ る やら、 その 贅沢 を 一 々書いて ゐて は、 い 

つに なっても この 話が おしま ひに ならない 位です。 

すると かう いふ 噂 を 聞いて、 今まで は路で 行き 合 



さい は ひ 

おお、 幸、 ここに 竹 杖が 一本 落ちて ゐる。 では 早速 

これへ 乗って、 一飛び に 空 を 渡る としょう ご 

鉄 冠 子 は そこにあった 青竹 を 一本 拾 ひ 上げる と、 口 

じゅもん 

の 中に 呪文 を唱 へながら、 杜子 春と 一 しょに その 竹へ、 

またが 

馬に でも 乗る やうに 跨りました。 すると 不思議で は 

たち ま 

ありま せんか。 竹 杖 は 忽ち 竜の やうに、 勢よ く 大空 

へ 舞 ひ 上って、 晴れ渡った 春の 夕 空 を峨眉 山の 方角へ 

飛んで 行きました。 

きも 

杜子 春は胆 をつ ぶしながら、 恐る恐る 下 を 見下し ま 

した。 が、 下に は 唯 青い 山々 が 夕明りの 底に 見える ば 

まぎ 

かりで、 あの 洛 陽の 都の 西の 門 は、 (とうに 霞に 紛れた 



のでせ う。) どこ を 探しても 見当り ません。 その内に 

鉄 冠 子 は、 白い 鬢の毛 を 風に 吹かせて、 高らかに 歌 を 

唱ひ 出しました。 

あした さう ご 

朝に 北海に 遊び、 暮には 蒼 梧。 

しう リ せいだ たんき そ 

袖 裏の 青 蛇、 胆気 粗な り。 

がくやう 

三た び嶽 陽に 入れ ども、 人識ら ず。 

朗吟して、 飛 過す 洞 庭 湖。 



リ なのです。 杜子春 は ほっと 一 息しながら、 今度 は ど 

んな ことが 起る かと、 心待ちに 待って ゐ ました。 

すると 一 陣の 風が 吹き 起って、 墨の やうな 黒雲が 一 

面に あたり をと ざす や 否や、 う す 紫 の 稲妻が やに はに 

闇 を 二つに 裂いて、 凄じく 雷が 鳴り 出しました。 いや、 

たき 

雷ば かりではありません。 それと 一 しょに 瀑の やうな 

雨 も、 いきなり どうどうと 降り出し たのです。 杜子春 

はこの 天変の 中に、 恐れ気 もな く 坐って ゐ ました。 風 

の 音、 雨の しぶき、 それから 絶え間ない 稲妻の 光、 I 

I 暫く はさす がの 峨眉山 も、 覆 るかと 思 ふ 位でした 

とどろ 

が、 その内に 耳 を も つんざく 程、 大きな 雷鳴が 轟いた 



つ てゐる 前へ、 金の 鎧 を 着 下した、 身の 丈 三 丈 も あら 

みつまた 

うとい ふ、 厳かな 神将が 現れました。 神将は 手に 三叉 

ま _ J 

の戟を 持って ゐ ましたが、 いきなり その 戟の切 先を杜 

子 春の 胸 もとへ 向けながら、 眼 を嗔ら せて 叱りつ ける 

の を 聞けば、 

「こら、 その 方 は 一体 何物 だ。 この 峨眉 山と いふ 山 は、 

かいびゃく すま ひ 

天地開闢の 昔から、 おれが 住居 をして ゐる所 だぞ。 

それ も，， 憚らず たった 一 人、 ここ へ 足 を 踏み入れ ると は、 

よも や 唯の 人間で は あるまい。 さあ 命が 惜しかったら、 

一 刻 も 早く 返答し ろご と 言 ふので す。 

もくねん つぐ 

しかし 杜子春 は 老人の 言葉 通り、 黙然と 口 を 噤んで 



う 一度 杜子 春の 答 を 促しました。 もう その 時には 二 匹 

き V- はし 

の 馬 も、 肉 は 裂け 骨 は 砕けて、 息 も 絶え絶えに 階 の 

前へ、 倒れ伏して ゐ たのです。 

杜子春 は 必死になって、 鉄 冠 子の 言葉 を 思 ひ 出しな 

がら、 緊く眼 をつ ぶって ゐ ました。 すると その 時 彼の 

ほとんど 

耳に は、 殆声 とはいへ ない 位、 かすかな 声が 伝 はつ 

て 来ました。 

「心配 をお しでない。 私たち はどうな つても、 お前 さ 

へ 仕 合せに なれる のなら、 それより 結構な こと はない 

の だからね。 大王が 何と 仰 つても、 言 ひたくな いこ 

と は 黙って 御 かで ご 



絶って しま はう と 思って ゐ たの だ。 —— お前 はもう 仙 

人に なりたい とい ふ 望 も 持って ゐ まい。 大金 持になる 

こと は、 元より 愛想が つきた 箬だ。 ではお 前 はこれ か 

ら後、 何に なったら 好い と 思 ふな ご 

「何に なっても、 人間ら しい、 正直な 暮し をす るつ も 

りです。 I 

杜子 春の 声に は 今までに ない 晴れ晴れした 調子が 罩 

つて ゐ ました。 

「その 言葉 を 忘れるな よ。 では おれ は 今日 限り、 二度 

とお 前に は 遇 はない から ご 

鉄 冠 子 はかう 言 ふ 内に、 もう 歩き 出して ゐ ましたが、 



急に 又 足 を 止めて、 杜子 春の 方 を 振り返る と、 

さい は ひ ふもと 

「おお、 幸 、 今 思 ひ 出した が、 おれ は 泰山の 南の 麓 

に 一軒の 家 を 持って ゐる。 その 家 を 畑 ごとお 前に やる 

から、 早速 行って 住ま ふが 好い。 今頃 は 丁度 家の ま は 

りに、 桃の 花が 一 面に 咲いて ゐる だら うご と、 さも 愉 

快 さう につけ 加へ ました。 

(大正 九 年 六月) 
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